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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに異なる色を表示する第１画素、第２画素、及び第３画素を含む複数の画素と、
　前記第１画素と前記第２画素との間に位置する第１データ線と、前記第２画素と前記第
３画素との間に位置する第２データ線とを含む複数のデータ線と、
　前記各画素に配置される複数の画素電極と、
　前記第１データ線と重畳し、前記第１データ線の縦中央線を基準として、前記第１画素
に隣接して配置される第１遮光部材と、
　前記第１データ線及び前記第２データ線と重畳し、前記第１データ線の前記縦中央線と
前記第２データ線の縦中央線を基準として、前記第２画素に隣接して配置される第２遮光
部材と、
　前記第２データ線と重畳し、前記第２データ線の縦中央線を基準として前記第３画素に
隣接して配置される第３遮光部材と、を有し、
 
　前記画素電極は，各々複数の枝電極を含み、
　前記第１画素の画素電極の前記複数の枝電極の幅及び間隔は、前記第２画素の画素電極
の前記複数の枝電極の幅及び間隔と同じであり、
　前記第２画素の画素電極の前記複数の枝電極の幅及び間隔は、前記第３画素の画素電極
の前記複数の枝電極の幅及び間隔と同じであり、
　前記第１画素の画素電極と前記第１データ線との間の間隔は、前記第２画素の画素電極
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と前記第１データ線との間の間隔より広く、
　前記第２画素の画素電極と前記第２データ線との間の間隔は、前記第３画素の画素電極
と前記第２データ線との間の間隔より狭く、
　前記第１データ線の前記縦中央線を基準として前記第１データ線と重畳している前記第
１遮光部材の幅は、前記第１データ線と重畳している前記第２遮光部材の幅より狭く、
　前記第２データ線の前記縦中央線を基準として前記第２データ線と重畳している前記第
２遮光部材の幅は、前記第２データ線と重畳している前記第３遮光部材の幅より広く、
　前記第１画素は赤色、前記第２画素は緑色、前記第３画素は青色を表示することを特徴
とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第３画素と前記第３画素に隣接した前記第１画素との間に位置する第３データ線と
、
　前記第３データ線と重畳し、前記第３データ線の縦中央線を基準として前記第１画素に
隣接して配置される第４遮光部材とをさらに有し、
　前記第３遮光部材は、前記第３データ線と重畳し、前記第３データ線の縦中央線を基準
として前記第３画素に隣接して配置される部分をさらに含み、
　前記第３データ線の縦中央線を基準として前記第３データ線と重畳している前記第３遮
光部材の幅は、前記第３データ線と重畳している前記第４遮光部材の幅と同じであること
を特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１データ線と重畳している前記第１遮光部材及び前記第２遮光部材の幅は、前記
第２データ線と重畳している前記第２遮光部材及び前記第３遮光部材の幅と同じであり、
　前記第１データ線と重畳している前記第１遮光部材及び前記第２遮光部材の幅は、前記
第３データ線と重畳している前記第３遮光部材及び前記第４遮光部材の幅と同じであるこ
とを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記第１データ線と重畳している前記第１遮光部材及び前記第２遮光部材の幅は、前記
第２データ線と重畳している前記第２遮光部材及び前記第３遮光部材の幅と同じであり、
　前記第１データ線と重畳している前記第１遮光部材及び前記第２遮光部材の幅は、前記
第３データ線と重畳している前記第３遮光部材及び前記第４遮光部材の幅より広いことを
特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　互いに異なる色を表示する第１画素、第２画素、及び第３画素を含む複数の画素と、
　前記第１画素と前記第２画素との間に位置する第１データ線と、前記第２画素と前記第
３画素との間に位置する第２データ線とを含む複数のデータ線と、
　前記各画素に配置される複数の画素電極と、
　前記第１データ線と重畳し、前記第１データ線の縦中央線を基準として、前記第１画素
に隣接して配置される第１遮光部材と、
　前記第１データ線及び前記第２データ線と重畳し、前記第１データ線の前記縦中央線と
前記第２データ線の縦中央線を基準として、前記第２画素に隣接して配置される第２遮光
部材と、
　前記第２データ線と重畳し、前記第２データ線の縦中央線を基準として前記第３画素に
隣接して配置される第３遮光部材と、を有し、
　前記画素電極は、各々複数の枝電極を含み、
　前記第１画素の画素電極の前記複数の枝電極の幅及び間隔は、前記第２画素の画素電極
の前記複数の枝電極の幅及び間隔より狭く、
　前記第２画素の画素電極の前記複数の枝電極の幅及び間隔は、前記第３画素の画素電極
の前記複数の枝電極の幅及び間隔より広く、
　前記第１データ線の前記縦中央線を基準として前記第１データ線と重畳している前記第
１遮光部材の幅は、前記第１データ線と重畳している前記第２遮光部材の幅より狭く、
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　前記第２データ線の前記縦中央線を基準として前記第２データ線と重畳している前記第
２遮光部材の幅は、前記第２データ線と重畳している前記第３遮光部材の幅より広く、
　前記第１画素は赤色、前記第２画素は緑色、前記第３画素は青色を表示することを特徴
とする液晶表示装置。
【請求項６】
　前記第３画素と前記第３画素に隣接した前記第１画素との間に位置する第３データ線と
、
　前記第３データ線と重畳し、前記第３データ線の縦中央線を基準として前記第１画素に
隣接して配置される第４遮光部材とをさらに有し、
　前記第３遮光部材は、前記第３データ線と重畳し、前記第３データ線の縦中央線を基準
として前記第３画素に隣接して配置される部分をさらに含み、
　前記第３データ線の縦中央線を基準として前記第３データ線と重畳している前記第３遮
光部材の幅は、前記第３データ線と重畳している前記第４遮光部材の幅と同じであること
を特徴とする請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　互いに異なる色を表示する第１画素、第２画素、及び第３画素を含む複数の画素と、
　前記第１画素と前記第２画素との間に位置する第１データ線と、前記第２画素と前記第
３画素との間に位置する第２データ線とを含む複数のデータ線と、
　前記各画素に配置される複数の画素電極と、
　前記第１データ線と重畳し、前記第１データ線の縦中央線を基準として前記第１画素に
隣接して配置される第１遮光部材と、
　前記第１データ線及び前記第２データ線と重畳し、前記第１データ線の前記縦中央線と
前記第２データ線の縦中央線を基準として前記第２画素に隣接して配置される第２遮光部
材と、
　前記第２データ線と重畳し、前記第２データ線の縦中央線を基準として前記第３画素に
隣接して配置されている第３遮光部材とを有し、
　前記第１画素の画素電極と前記第１データ線との間の間隔は、前記第２画素の画素電極
と前記第１データ線との間の間隔より広く、
　前記第２画素の画素電極と前記第２データ線との間の間隔は、前記第３画素の画素電極
と前記第２データ線との間の間隔より狭く、
　前記第１データ線の前記縦中央線を基準として前記第１データ線と重畳している前記第
１遮光部材の幅は、前記第１データ線と重畳している前記第２遮光部材の幅より狭く、
　前記第２データ線の前記縦中央線を基準として前記第２データ線と重畳している前記第
２遮光部材の幅は、前記第２データ線と重畳している前記第３遮光部材の幅より広く、
　前記第１画素は赤色、前記第２画素は緑色、前記第３画素は青色を表示することを特徴
とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、特に、互いに異なる色を表示する画素間の混色を防止
できる液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、現在、最も幅広く使用されている平板表示装置のうちの一つであって
、画素電極と共通電極など電界生成電極（ｆｉｅｌｄ　ｇｅｎｅｒａｔｉｎｇ　ｅｌｅｃ
ｔｒｏｄｅ）が形成されている二枚の表示板と、その間に挿入されている液晶層とを含む
。
　液晶表示装置は、電界生成電極に電圧を印加して液晶層に電界を生成し、これを通じて
液晶層の液晶分子の配向方向を決定して、入射光の偏光を制御することによって画像を表
示する。液晶表示装置の透過率は、液晶分子がよく制御されるほど高くなる。
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【０００３】
　一方、液晶表示装置において、液晶層に電界を生成する画素電極及び共通電極をスイッ
チング素子が形成されている一つの表示板に備えてもよい。
　このような液晶表示装置の場合、液晶分子が水平方向に移動するため、互いに異なる色
を表示する画素の間の側面からの混色が発生する恐れがあるという問題がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は上記従来の液晶表示装置における問題点に鑑みてなされたものであって、本発
明の目的は、互いに異なる色を表示する画素間の混色を防止できる液晶表示装置を提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するためになされた本発明による液晶表示装置は、互いに異なる色を表
示する第１画素、第２画素、及び第３画素を含む複数の画素と、前記第１画素と前記第２
画素との間に位置する第１データ線と、前記第２画素と前記第３画素との間に位置する第
２データ線とを含む複数のデータ線と、前記各画素に配置される複数の画素電極と、前記
第１データ線と重畳し、前記第１データ線の縦中央線を基準として、前記第１画素に隣接
して配置される第１遮光部材と、前記第１データ線及び前記第２データ線と重畳し、前記
第１データ線の前記縦中央線と前記第２データ線の縦中央線を基準として、前記第２画素
に隣接して配置される第２遮光部材と、前記第２データ線と重畳し、前記第２データ線の
縦中央線を基準として前記第３画素に隣接して配置される第３遮光部材と、を有し、前記
画素電極は，各々複数の枝電極を含み、前記第１画素の画素電極の前記複数の枝電極の幅
及び間隔は、前記第２画素の画素電極の前記複数の枝電極の幅及び間隔と同じであり、前
記第２画素の画素電極の前記複数の枝電極の幅及び間隔は、前記第３画素の画素電極の前
記複数の枝電極の幅及び間隔と同じであり、前記第１画素の画素電極と前記第１データ線
との間の間隔は、前記第２画素の画素電極と前記第１データ線との間の間隔より広く、前
記第２画素の画素電極と前記第２データ線との間の間隔は、前記第３画素の画素電極と前
記第２データ線との間の間隔より狭く、前記第１データ線の前記縦中央線を基準として前
記第１データ線と重畳している前記第１遮光部材の幅は、前記第１データ線と重畳してい
る前記第２遮光部材の幅より狭く、前記第２データ線の前記縦中央線を基準として前記第
２データ線と重畳している前記第２遮光部材の幅は、前記第２データ線と重畳している前
記第３遮光部材の幅より広く、前記第１画素は赤色、前記第２画素は緑色、前記第３画素
は青色を表示することを特徴とする。
【０００６】
　前記第３画素と前記第３画素に隣接した前記第１画素との間に位置する第３データ線と
、前記第３データ線と重畳し、前記第３データ線の縦中央線を基準として前記第１画素に
隣接して配置される第４遮光部材とをさらに有し、前記第３遮光部材は、前記第３データ
線と重畳し、前記第３データ線の縦中央線を基準として前記第３画素に隣接して配置され
る部分をさらに含み、前記第３データ線の縦中央線を基準として前記第３データ線と重畳
している前記第３遮光部材の幅は、前記第３データ線と重畳している前記第４遮光部材の
幅と同じであることが好ましい。
　前記第１データ線と重畳している前記第１遮光部材及び前記第２遮光部材の幅は、前記
第２データ線と重畳している前記第２遮光部材及び前記第３遮光部材の幅と同じであり、
前記第１データ線と重畳している前記第１遮光部材及び前記第２遮光部材の幅は、前記第
３データ線と重畳している前記第３遮光部材及び前記第４遮光部材の幅と同じであること
が好ましい。
　前記第１データ線と重畳している前記第１遮光部材及び前記第２遮光部材の幅は、前記
第２データ線と重畳している前記第２遮光部材及び前記第３遮光部材の幅と同じであり、
前記第１データ線と重畳している前記第１遮光部材及び前記第２遮光部材の幅は、前記第
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３データ線と重畳している前記第３遮光部材及び前記第４遮光部材の幅より広いことが好
ましい。
【０００７】
　また、上記目的を達成するためになされた本発明による液晶表示装置は、互いに異なる
色を表示する第１画素、第２画素、及び第３画素を含む複数の画素と、前記第１画素と前
記第２画素との間に位置する第１データ線と、前記第２画素と前記第３画素との間に位置
する第２データ線とを含む複数のデータ線と、前記各画素に配置される複数の画素電極と
、前記第１データ線と重畳し、前記第１データ線の縦中央線を基準として、前記第１画素
に隣接して配置される第１遮光部材と、前記第１データ線及び前記第２データ線と重畳し
、前記第１データ線の前記縦中央線と前記第２データ線の縦中央線を基準として、前記第
２画素に隣接して配置される第２遮光部材と、前記第２データ線と重畳し、前記第２デー
タ線の縦中央線を基準として前記第３画素に隣接して配置される第３遮光部材と、を有し
、前記画素電極は、各々複数の枝電極を含み、前記第１画素の画素電極の前記複数の枝電
極の幅及び間隔は、前記第２画素の画素電極の前記複数の枝電極の幅及び間隔より狭く、
前記第２画素の画素電極の前記複数の枝電極の幅及び間隔は、前記第３画素の画素電極の
前記複数の枝電極の幅及び間隔より広く、前記第１データ線の前記縦中央線を基準として
前記第１データ線と重畳している前記第１遮光部材の幅は、前記第１データ線と重畳して
いる前記第２遮光部材の幅より狭く、前記第２データ線の前記縦中央線を基準として前記
第２データ線と重畳している前記第２遮光部材の幅は、前記第２データ線と重畳している
前記第３遮光部材の幅より広く、前記第１画素は赤色、前記第２画素は緑色、前記第３画
素は青色を表示することを特徴とする。
　前記第３画素と前記第３画素に隣接した前記第１画素との間に位置する第３データ線と
、前記第３データ線と重畳し、前記第３データ線の縦中央線を基準として前記第１画素に
隣接して配置される第４遮光部材とをさらに有し、前記第３遮光部材は、前記第３データ
線と重畳し、前記第３データ線の縦中央線を基準として前記第３画素に隣接して配置され
る部分をさらに含み、前記第３データ線の縦中央線を基準として前記第３データ線と重畳
している前記第３遮光部材の幅は、前記第３データ線と重畳している前記第４遮光部材の
幅と同じであることが好ましい。
【０００８】
　また、上記目的を達成するためになされた本発明による液晶表示装置は、互いに異なる
色を表示する第１画素、第２画素、及び第３画素を含む複数の画素と、前記第１画素と前
記第２画素との間に位置する第１データ線と、前記第２画素と前記第３画素との間に位置
する第２データ線とを含む複数のデータ線と、前記各画素に配置される複数の画素電極と
、前記第１データ線と重畳し、前記第１データ線の縦中央線を基準として前記第１画素に
隣接して配置される第１遮光部材と、前記第１データ線及び前記第２データ線と重畳し、
前記第１データ線の前記縦中央線と前記第２データ線の縦中央線を基準として前記第２画
素に隣接して配置される第２遮光部材と、前記第２データ線と重畳し、前記第２データ線
の縦中央線を基準として前記第３画素に隣接して配置されている第３遮光部材とを有し、
前記第１画素の画素電極と前記第１データ線との間の間隔は、前記第２画素の画素電極と
前記第１データ線との間の間隔より広く、前記第２画素の画素電極と前記第２データ線と
の間の間隔は、前記第３画素の画素電極と前記第２データ線との間の間隔より狭く、前記
第１データ線の前記縦中央線を基準として前記第１データ線と重畳している前記第１遮光
部材の幅は、前記第１データ線と重畳している前記第２遮光部材の幅より狭く、前記第２
データ線の前記縦中央線を基準として前記第２データ線と重畳している前記第２遮光部材
の幅は、前記第２データ線と重畳している前記第３遮光部材の幅より広く、前記第１画素
は赤色、前記第２画素は緑色、前記第３画素は青色を表示することを特徴とする。
 
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係る液晶表示装置によれば、隣接した画素が表示する色の間で混色する場合、
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隣接した画素の画素電極とデータ線との間隔を広く形成するか、又は混色が容易に視認さ
れる画素の遮光部材の幅を広く形成することにより、互いに異なる色を表示する画素間の
混色を防止して表示することができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施形態による液晶表示装置の一画素を示す配置図である。
【図２】図１の液晶表示装置のＩＩ－ＩＩ線に沿った断面図である。
【図３】本発明の第１の実施形態による液晶表示装置の三つの画素を示す配置図である。
【図４】図３の液晶表示装置の一部分を示す配置図である。
【図５】図３の液晶表示装置の一部分を示す断面図である。
【図６】図３の液晶表示装置の一部分を示す断面図である。
【図７】図３の液晶表示装置の一部分を示す断面図である。
【図８】本発明の第２の実施形態による液晶表示装置の三つの画素を示す配置図である。
【図９】図８の液晶表示装置の一部分を示す配置図である。
【図１０】図８の液晶表示装置の一部分を示す断面図である。
【図１１】図８の液晶表示装置の一部分を示す断面図である。
【図１２】図８の液晶表示装置の一部分を示す断面図である。
【図１３】本発明の第３の実施形態による液晶表示装置の三つの画素を示す配置図である
。
【図１４】図１３の液晶表示装置の一部分を示す配置図である。
【図１５】図１３の液晶表示装置の一部分を示す断面図である。
【図１６】図１３の液晶表示装置の一部分を示す断面図である。
【図１７】図１３の液晶表示装置の一部分を示す断面図である。
【図１８】本発明の第４の実施形態による液晶表示装置の三つの画素を示す配置図である
。
【図１９】図１８の液晶表示装置の一部分を示す配置図である。
【図２０】図１８の液晶表示装置の一部分を示す断面図である。
【図２１】図１８の液晶表示装置の一部分を示す断面図である。
【図２２】図１８の液晶表示装置の一部分を示す断面図である。
【図２３】本発明の第５の実施形態による液晶表示装置の三つの画素を示す配置図である
。
【図２４】図２３の液晶表示装置の一部分を示す配置図である。
【図２５】本発明の第６の実施形態による液晶表示装置の三つの画素を示す配置図である
。
【図２６】図２５の液晶表示装置の一部分を示す配置図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　次に、本発明に係る液晶表示装置を実施するための形態の具体例を図面を参照しながら
説明する。
【００１２】
　本発明は種々の異なる形態に実現でき、ここで説明する実施形態に限られない。
　図面において、種々の層及び領域を明確に表現するために厚さを拡大して示すことがあ
る。明細書の全体にわたって類似する部分に対しては同一の図面符号を付けた。層、膜、
領域、板などの部分が他の部分の「上」にあるというとき、これは他の部分の「すぐ上」
にある場合だけでなく、その中間に他の部分がある場合も含む。一方、ある部分が他の部
分の「すぐ上」にあるというときには、中間に他の部分がないことを意味する。
【００１３】
　最初に、図１及び図２を参照して、本発明の一実施形態による液晶表示装置の構造につ
いて説明する。
　図１は、本発明の一実施形態による液晶表示装置の一画素を示す配置図であり、図２は
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、図１の液晶表示装置のＩＩ－ＩＩ線に沿った断面図である。
【００１４】
　本発明の一実施形態による液晶表示装置は、互いに対向する下部表示板１００と上部表
示板２００、及びこれら二つの表示板（１００、２００）の間に位置する液晶層３を含む
。
　先ず、下部表示板１００について説明する。
　第１絶縁基板１１０の上に、複数のゲート線１２１と基準電圧線１３１が形成される。
　ゲート線１２１はゲート信号を伝達し、主に横方向に延在する。各ゲート線１２１は複
数のゲート電極１２４を含む。
　基準電圧線１３１は、ゲート線１２１と平行に延在して、共通電圧などの一定の大きさ
の電圧を伝達する。基準電圧線１３１は複数の拡張部１３５を含む。
　ゲート線１２１及び基準電圧線１３１の上には、ゲート絶縁膜１４０が形成される。ゲ
ート絶縁膜１４０は、窒化ケイ素（ＳｉＮｘ）又は酸化ケイ素（ＳｉＯｘ）などの無機絶
縁物などで形成されてもよい。
【００１５】
　ゲート絶縁膜１４０の上には複数の半導体１５４が形成される。半導体１５４は酸化物
半導体を含んでもよい。
　半導体１５４の上には複数のオーミックコンタクト部材１６３、１６５が形成される。
　オーミックコンタクト部材１６３、１６５は、ゲート電極１２４を中心に互いに対向し
、対をなして半導体１５４の上に配置される。オーミックコンタクト部材１６３、１６５
は、リンなどのｎ型不純物が高濃度にドーピングされているｎ＋水素化非晶質シリコンな
どの物質、又はシリサイド（ｓｉｌｉｃｉｄｅ）で形成されてもよい。しかし、本発明の
他の一実施形態による液晶表示装置の場合、半導体１５４は酸化物半導体を含むことがで
き、この場合、オーミックコンタクト部材１６３、１６５は省略してもよい。
【００１６】
　オーミックコンタクト部材１６３、１６５の上には、複数のデータ線１７１と複数のド
レイン電極１７５を含むデータ導電体が形成される。
　データ線１７１は、データ信号を伝達し、主に縦方向に延在してゲート線１２１と交差
する。
　各データ線１７１は、ゲート電極１２４に向かって延在した複数のソース電極１７３を
含む。データ線１７１は、周期的に曲がっており、ゲート線１２１の延長方向と斜角をな
す。データ線１７１がゲート線１２１の延長方向となす斜角は４５度以上であってもよい
。しかし、本発明の他の一実施形態による液晶表示装置の場合、データ線１７１は一直線
に延在してもよい。
【００１７】
　ドレイン電極１７５は、ゲート電極１２４を中心にソース電極１７３と対向する棒状の
端部と、面積の広い他端部とを含む。
　ゲート電極１２４、ソース電極１７３、及びドレイン電極１７５は、半導体１５４と共
にスイッチング素子である薄膜トランジスタ（ｔｈｉｎ　ｆｉｌｍ　ｔｒａｎｓｉｓｔｏ
ｒ、ＴＦＴ）を構成する。
　線状半導体１５１は、薄膜トランジスタが位置する半導体突出部１５４を除けば、デー
タ線１７１、ドレイン電極１７５、及びその下部のオーミックコンタクト部材１６３、１
６５と殆ど同一の平面形態を有してもよい。
　データ導電体（１７１、１７５）及び露出した半導体１５４の上には、第１保護膜１８
０ｐが形成され、第１保護膜１８０ｐは、有機絶縁物質又は無機絶縁物質などで形成して
もよい。
【００１８】
　本発明の一実施形態による液晶表示装置の場合、第１保護膜１８０ｐの上に複数のカラ
ーフィルタが配置されてもよい。
　第１保護膜１８０ｐの上には基準電極２７０が形成される。
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　基準電極２７０は、ＩＴＯ又はＩＺＯなどの透明な導電物質で形成されてもよい。基準
電極２７０は、面状（ｐｌａｎａｒ　ｓｈａｐｅ）であって、第１絶縁基板１１０の全面
の上に板状に形成されてもよく、ドレイン電極１７５の周辺に対応する領域に配置される
開口部１３８を有してもよい。
【００１９】
　隣接した画素に位置する基準電極２７０は互いに接続される。
　基準電極２７０は、ゲート絶縁膜１４０及び第１保護膜１８０ｐに形成される第１コン
タクトホール１８３により、基準電圧線１３１から基準電圧の印加を受ける。
　しかし、本発明の他の一実施形態による液晶表示装置の場合、基準電極２７０は、複数
の画素が形成されている表示領域外部の周辺領域に形成されている基準電圧印加部から基
準電圧の印加を受けてもよい。
【００２０】
　基準電極２７０の上には第２保護膜１８０ｑが位置する。第２保護膜１８０ｑは、有機
絶縁物質又は無機絶縁物質などで形成してもよい。
　第２保護膜１８０ｑの上には画素電極１９１が形成される。
　画素電極１９１は、互いにほぼ平行に延在して、互いに離隔している複数の枝電極１９
２と、枝電極１９２の上及び下の端部を接続する下部及び上部の横部を含む。
　画素電極１９１の枝電極１９２は、データ線１７１に沿って曲がってもよい。しかし、
本発明の他の一実施形態による液晶表示装置の場合、データ線１７１と画素電極１９１の
枝電極１９２は一直線に延在してもよい。画素電極１９１は、ＩＴＯ又はＩＺＯなどの透
明な導電物質で形成してもよい。
【００２１】
　第１保護膜１８０ｐ及び第２保護膜１８０ｑには、ドレイン電極１７５の一部を露出す
る第２コンタクトホール１８５が形成されており、画素電極１９１は、第２コンタクトホ
ール１８５によってドレイン電極１７５と電気的に接続され、データ電圧の伝達を受ける
。第２コンタクトホール１８５は、基準電極２７０に形成されている開口部１３８に対応
する位置に形成される。
　データ電圧が印加された画素電極１９１は、共通電圧などの基準電圧が印加された基準
電極２７０と共に液晶層３に電界を生成する。
【００２２】
　画素電極１９１の枝電極１９２は、面状の基準電極２７０と重なる。
　本実施形態による液晶表示装置の場合、基準電極２７０は、複数のデータ線１７１を一
度に覆って、データ線１７１と重なっている。したがって、データ線１７１と画素電極１
９１との間のクロストークを減らし、データ線１７１と隣接する画素電極１９１の間の寄
生静電容量による光漏れを減らすことができる。
　下部表示板１００の内側面には、第１配向膜（図示せず）が塗布される。
【００２３】
　以下、上部表示板２００について説明する。
　第２絶縁基板２１０の上に遮光部材（ｌｉｇｈｔ　ｂｌｏｃｋｉｎｇ　ｍｅｍｂｅｒ）
２２０が形成される。
　遮光部材２２０は、ブラックマトリックス（ｂｌａｃｋ　ｍａｔｒｉｘ）ともいい、光
漏れを防止する。
　第２絶縁基板２１０の上には複数のカラーフィルタ２３０が形成される。
　カラーフィルタ２３０は、遮光部材２２０に取り囲まれた領域内に大部分存在し、いず
れか一方向に長く延在してもよい。
【００２４】
　各カラーフィルタ２３０は、原色（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｏｌｏｒ）のうちの一つを固有
に表示でき、原色の例としては、赤色、緑色、青色など三原色、又は黄色（ｙｅｌｌｏｗ
）、青緑色（ｃｙａｎ）、紫紅色（ｍａｇｅｎｔａ）などが挙げられる。
　図示していないが、カラーフィルタは、原色以外に、原色の混合色又は白色（ｗｈｉｔ
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ｅ）を表示するカラーフィルタをさらに含んでもよい。カラーフィルタ２３０は有機物質
からなる。各カラーフィルタ２３０は、データ線１７１に沿って長く延在してもよく、デ
ータ線１７１を境界として隣接する二つのカラーフィルタ２３０が互いに重なってもよい
。
【００２５】
　上述したように、本発明の他の一実施形態による液晶表示装置によれば、カラーフィル
タ２３０は、第１絶縁基板１１０の第１保護膜１８０ｐの上に形成されてもよく、この場
合、遮光部材２２０も第１絶縁基板１１０の上に形成されてもよい。
【００２６】
　上部表示板２００の内側面には第２配向膜２５０が塗布されている。
　第１配向膜及び第２配向膜は水平配向膜であり得る。
　下部表示板１００と上部表示板２００との間に挿入されている液晶層３は液晶分子（図
示せず）を含み、液晶分子は、電界がない状態で、その長軸が二つの表示板（１００、２
００）の表面に対して水平になるように配向され得る。
　液晶層３は、正の誘電率異方性を有してもよく、負の誘電率異方性を有してもよい。
【００２７】
　液晶層３の液晶分子は、一定の方向にプレチルトを有するように配向されてもよく、こ
のような液晶分子のプレチルト方向は、液晶層３の誘電率異方性によって変化する。
　下部表示板１００の第１絶縁基板１１０の外側には、光を生成して二つの表示板（１０
０、２００）に光を提供するバックライト部（図示せず）をさらに含み得る。
　データ電圧が印加された画素電極１９１は、共通電圧などの基準電圧の印加を受ける基
準電極２７０と共に液晶層３に電界を生成することにより、液晶層３の液晶分子の配向方
向を決定し、当該画像を表示する。
【００２８】
　図１及び図２を参照して説明した実施形態では、二つの電界生成電極である基準電極２
７０と画素電極１９１が絶縁膜を介して重なり、基準電極２７０が絶縁膜の下に位置し、
画素電極１９１が絶縁膜の上に位置することと説明したが、本発明の他の一実施形態によ
る液晶表示装置の場合、画素電極１９１が絶縁膜の下に位置し、基準電極２７０が絶縁膜
の上に位置してもよい。
　また、図１及び図２を参照して説明した実施形態では、画素電極１９１が複数の枝電極
１９２を有することと説明したが、本発明の他の一実施形態による液晶表示装置の場合、
基準電極２７０が枝電極を有してもよい。
【００２９】
　また、図１及び図２を参照して説明した実施形態では、互いに重畳する二つの電界生成
電極、即ち、基準電極２７０と画素電極１９１が絶縁膜を介して重畳し、二つの電界生成
電極のうちのいずれか一つは板状であり、他の一つは枝部を有することと説明したが、本
発明はこれに限定されず、一つの表示板に二つの電界生成電極を有する他の全ての形態の
薄膜トランジスタ表示板に適用可能である。
【００３０】
　以下、図３～図７を参照して、本発明の第１の実施形態による液晶表示装置の複数の画
素について説明する。
　図３は、本発明の第１の実施形態による液晶表示装置の三つの画素を示す配置図であり
、図４は、図３の液晶表示装置の一部分を示す配置図であり、図５～図７は、図３の液晶
表示装置の一部分を示す断面図である。
　本実施形態による各画素の構造は、図１及び図２を参照して説明した実施形態による液
晶表示装置の画素と同様である。そこで、具体的な説明は省略する。
【００３１】
　図３を参照すると、本発明の第１の実施形態による液晶表示装置は、互いに隣接して配
置されて、互いに異なる色を表示する第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素Ｐ
ＸＣを含む。
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　第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素ＰＸＣは順次に配置されて、繰り返し
て配列される。例えば、第１画素ＰＸＡの両側には第３画素ＰＸＣと第２画素ＰＸＢが位
置し、第２画素ＰＸＢの両側には第１画素ＰＸＡと第３画素ＰＸＣが位置し、第３画素Ｐ
ＸＣの両側には第２画素ＰＸＢと第１画素ＰＸＡが位置する。
　第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素ＰＸＣは、それぞれ複数の枝電極１９
２を含む画素電極１９１を含む。
【００３２】
　第１画素ＰＸＡにおいて、画素電極１９１の縁部のうちのデータ線１７１に平行な縁部
と、隣接したデータ線１７１との間の間隔は、第１間隔Ｇ１である。
　第２画素ＰＸＢにおいて、画素電極１９１の縁部のうちのデータ線１７１に平行な縁部
と、隣接したデータ線１７１との間の間隔は、第２間隔Ｇ２である。
　これと同様に、第３画素ＰＸＣにおいて、画素電極１９１の縁部のうちのデータ線１７
１に平行な縁部と、隣接したデータ線１７１との間の間隔は、第３間隔Ｇ３である。
　ここで、第１間隔Ｇ１と第３間隔Ｇ３は互いに同じ（“実質的に同じ”の意、以下同様
）であり、第２間隔Ｇ２は、第１間隔Ｇ１及び第３間隔Ｇ３より小さい。
　つまり、互いに異なる色を表示する第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素Ｐ
ＸＣのうちの少なくとも一つの画素、例えば、第２画素ＰＸＢにおいて、画素電極１９１
の縁部のうちのデータ線１７１に平行な縁部と、データ線１７１との間の間隔を狭く形成
する。
【００３３】
　図４を参照すれば、第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素ＰＸＣは、それぞ
れ第１遮光部材２２０Ａ、第２遮光部材２２０Ｂ、及び第３遮光部材２２０Ｃによって取
り囲まれている。
　第１遮光部材２２０Ａ、第２遮光部材２２０Ｂ、及び第３遮光部材２２０Ｃは、図４に
おいて点線で示したデータ線１７１の中央縦線を基準に区分される。
　例えば、第１遮光部材２２０Ａは、第１画素ＰＸＡを基準に両側に位置する二つのデー
タ線１７１の中央縦線を基準として、第１画素ＰＸＡに隣接して位置する遮光部材であり
、第２遮光部材２２０Ｂは、第２画素ＰＸＢを基準に両側に位置する二つのデータ線１７
１の中央縦線を基準として、第２画素ＰＸＢに隣接して位置する遮光部材であり、第３遮
光部材２２０Ｃは、第３画素ＰＸＣを基準に両側に位置する二つのデータ線１７１の中央
縦線を基準として、第３画素ＰＸＣに隣接して位置する遮光部材である。
【００３４】
　図４を参照すれば、第１画素ＰＸＡと隣接した第３画素ＰＸＣとの間に位置する第１遮
光部材２２０Ａと第３遮光部材２２０Ｃは、合計で第１幅Ｗ１を有し、第１画素ＰＸＡと
隣接した第２画素ＰＸＢとの間に位置する第１遮光部材２２０Ａと第２遮光部材２２０Ｂ
は、合計で第２幅Ｗ２を有し、第２画素ＰＸＢと第３画素ＰＸＣとの間に位置する第２遮
光部材２２０Ｂと第３遮光部材２２０Ｃは、合計で第３幅Ｗ３を有する。ここで、第１幅
Ｗ１、第２幅Ｗ２、及び第３幅Ｗ３は、互いにほぼ同じでもよい。
【００３５】
　図５～図７を参照すれば、第１画素ＰＸＡには第１色を表示する第１カラーフィルタ２
３０Ａが位置付けされ、第２画素ＰＸＢには第２色を表示する第２カラーフィルタ２３０
Ｂが位置付けされ、第３画素ＰＸＣには第３色を表示する第３カラーフィルタ２３０Ｃが
位置付けされる。
　ここで、第１色と第３色は、第２色と混色が発生するときに、混色が容易に視認される
色である。例えば、第１色は赤色であり、第２色は緑色であり、第３色は青色である。
　一般に、青色が緑色に混色される場合、又は赤色が緑色に混色される場合、又は青色と
赤色が互いに混色される場合、混色の有無が容易に視認される。
　しかし、第１色、第２色、及び第３色はこれに限定されず、液晶表示装置のバックライ
トの色特性によって変化し得る。
【００３６】
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　以下、図５～図７を参照して、第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素ＰＸＣ
において、データ線１７１と画素電極１９１との間隔及び遮光部材の幅について、さらに
具体的に説明する。
　図５を参照すると、本実施形態による液晶表示装置の場合、第１画素ＰＸＡと第２画素
ＰＸＢとの間に位置するデータ線１７１を基準として、第１画素ＰＸＡの画素電極１９１
とデータ線１７１との間の第１間隔Ｇ１が、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１とデータ線
１７１との間の第２間隔Ｇ２よりさらに広い。
　したがって、第２画素ＰＸＢの上で観察するとき、第１画素ＰＸＡの画素電極１９１を
通過して、第１カラーフィルタ２３０Ａを経て第１色を表示する第１光Ｌ１は、遮光部材
２２０によって覆われて視認されない。
　したがって、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１を通過した光と第１光Ｌ１とは混色され
ない。
【００３７】
　もし、第１画素ＰＸＡと第２画素ＰＸＢとの間に位置するデータ線１７１と、第１画素
ＰＸＡと第２画素ＰＸＢの画素電極１９１との間隔が同一であれば、第２画素ＰＸＢ側か
ら観察するとき、第１画素ＰＸＡの画素電極１９１を通過して、第２絶縁基板２１０と９
０度以下の角度で通過した第２光Ｌ２は、遮光部材２２０によって覆われず、第２画素Ｐ
ＸＢで視認されて、第２画素ＰＸＢの第２カラーフィルタ２３０Ｂを通過した第２色を表
示する色と混色され、視認されうる。
　しかし、本発明の実施形態による液晶表示装置の場合、隣接する画素が表示する色と混
色が発生するときに容易に視認される画素において、データ線１７１と画素電極１９１と
の間隔を広く形成することにより、液晶表示装置の隣接する画素間の混色を防止して、混
色による表示品質の低下を防止することができる。
【００３８】
　これと同様に、図６に示すように、第２画素ＰＸＢと第３画素ＰＸＣとの間に位置する
データ線１７１を基準として、第３画素ＰＸＣの画素電極１９１とデータ線１７１との間
の第３間隔Ｇ３は、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１とデータ線１７１との間の第２間隔
Ｇ２より広い。
　したがって、第２画素ＰＸＢの上から観察するとき、第３画素ＰＸＣの画素電極１９１
を通過して、第３カラーフィルタ２３０Ｃを経て第３色を表示する光は、遮光部材２２０
に覆われて視認されない。したがって、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１を通過した光と
、第３カラーフィルタ２３０Ｃを通過して第３色を表示する光とは、混色されない。
【００３９】
　図７を参照すると、第３画素ＰＸＣと第１画素ＰＸＡとの間に位置するデータ線１７１
を基準として、第３画素ＰＸＣの画素電極１９１とデータ線１７１との間の第３間隔Ｇ３
は、第１画素ＰＸＡの画素電極１９１とデータ線１７１との間の第１間隔Ｇ１とほぼ同じ
であり、第３間隔Ｇ２と第１間隔Ｇ１は、第２間隔Ｇ２より広い。したがって、第３画素
ＰＸＣが表示する第３色と、第１画素ＰＸＡが表示する第１色とは、互いに混色されない
。したがって、互いに隣接して配置されている、第１色を表示する第１画素ＰＸＡと、第
３色を表示する第３画素ＰＸＣとの混色による表示品質の低下が現れない。
【００４０】
　さらに、図４と共に図５～図７を参照すると、第１画素ＰＸＡと隣接した第３画素ＰＸ
Ｃとの間に位置する第１遮光部材２２０Ａと第３遮光部材２２０Ｃは、データ線１７１の
中央縦線を基準として互いに同じ幅を有する。即ち、第１幅Ｗ１を形成する第１遮光部材
２２０Ａと第３遮光部材２２０Ｃは互いに同じ幅を有する。
　これと同様に、第１画素ＰＸＡと隣接した第２画素ＰＸＢとの間に位置する第１遮光部
材２２０Ａと第２遮光部材２２０Ｂは、データ線１７１の中央縦線を基準として互いに同
じ幅を有する。
　即ち、第２幅Ｗ２を形成する第１遮光部材２２０Ａと第２遮光部材２２０Ｂは、互いに
同じ幅を有する。また、第２画素ＰＸＢと第３画素ＰＸＣとの間に位置する第２遮光部材
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２２０Ｂと第３遮光部材２２０Ｃは、データ線１７１の中央縦線を基準として互いに同じ
幅を有する。
　即ち、第３幅Ｗ３を形成する第２遮光部材２２０Ｂと第３遮光部材２２０Ｃは、互いに
同じ幅を有する。ここで、第１幅Ｗ１、第２幅Ｗ２、及び第３幅Ｗ３は、互いに同じでも
よい。
【００４１】
　また、第１画素ＰＸＡの画素電極１９１の複数の枝電極１９２の幅と、複数の枝電極１
９２との間の間隔は、第２画素ＰＸＢ又は第３画素ＰＸＣの画素電極１９１の複数の枝電
極１９２の幅と、複数の枝電極１９２との間の間隔と、互いに同じである。
　また、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１の複数の枝電極１９２の第１画素ＰＸＡの画素
電極１９１の複数の枝電極１９２の個数は、第１画素ＰＸＡ又は第３画素ＰＸＣの画素電
極１９１の複数の枝電極１９２の個数より多い。
　このように、第２画素ＰＸＢの第２色と混色される場合、混色の有無が視認される第１
画素ＰＸＡ又は第３画素ＰＸＣの複数の枝電極１９２の個数を少なく形成して、相対的に
輝度を低くすることができ、そのために第２画素ＰＸＢによって混色されることを防止で
きる。
【００４２】
　以下、図８～図１２を参照して、本発明の第２の実施形態による液晶表示装置について
説明する。
　図８は、本発明の第２の実施形態による液晶表示装置の三つの画素を示す配置図であり
、図９は、図８の液晶表示装置の一部分を示す配置図であり、図１０～図１２は、図８の
液晶表示装置の一部分を示す断面図である。
　本実施形態による各画素の構造は、図１及び図２を参照して説明した実施形態による液
晶表示装置の画素と同様である。したがって、具体的な説明は省略する。
【００４３】
　図８を参照すると、本実施形態による液晶表示装置は、図３で示した実施形態による液
晶表示装置と同様に、互いに隣接して配置されて、互いに異なる色を表示する第１画素Ｐ
ＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素ＰＸＣを含む。
　第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素ＰＸＣは順次に配置されて、繰り返し
て配列してもよい。例えば、第１画素ＰＸＡの両側には第３画素ＰＸＣと第２画素ＰＸＢ
が位置し、第２画素ＰＸＢの両側には第１画素ＰＸＡと第３画素ＰＸＣが位置し、第３画
素ＰＸＣの両側には第２画素ＰＸＢと第１画素ＰＸＡが位置してもよい。
　第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素ＰＸＣは、それぞれ複数の枝電極１９
２を含む画素電極１９１を含む。
【００４４】
　第１画素ＰＸＡにおいて、画素電極１９１の縁部のうちのデータ線１７１に平行な縁部
と、隣接したデータ線１７１との間の間隔は、第１間隔Ｇ１である。
　第２画素ＰＸＢにおいて、画素電極１９１の縁部のうちのデータ線１７１に平行な縁部
と、隣接したデータ線１７１との間の間隔は、第２間隔Ｇ２である。
　これと同様に、第３画素ＰＸＣにおいて、画素電極１９１の縁部のうちのデータ線１７
１に平行な縁部と、隣接したデータ線１７１との間の間隔は、第３間隔Ｇ３である。
　本実施形態による液晶表示装置によれば、図３に示した実施形態による液晶表示装置と
は異なり、第１間隔Ｇ１、第２間隔Ｇ２、及び第３間隔Ｇ３は、互いに同じである。
【００４５】
　図９を参照すると、第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素ＰＸＣは、それぞ
れ第１遮光部材２２０Ａ、第２遮光部材２２０Ｂ、第３遮光部材２２０Ｃによって取り囲
まれている。
　第１遮光部材２２０Ａ、第２遮光部材２２０Ｂ、及び第３遮光部材２２０Ｃは、図９に
おいて点線で示したデータ線１７１の中央縦線を基準に区分される。
　例えば、第１遮光部材２２０Ａは、第１画素ＰＸＡを基準に両側に位置する二つのデー
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タ線１７１の中央縦線を基準として、第１画素ＰＸＡに隣接して位置する遮光部材であり
、第２遮光部材２２０Ｂは、第２画素ＰＸＢを基準に両側に位置する二つのデータ線１７
１の中央縦線を基準として、第２画素ＰＸＢに隣接して位置する遮光部材であり、第３遮
光部材２２０Ｃは、第３画素ＰＸＣを基準に両側に位置する二つのデータ線１７１の中央
縦線を基準として、第３画素ＰＸＣに隣接して位置する遮光部材である。
【００４６】
　第１画素ＰＸＡと隣接した第３画素ＰＸＣとの間に位置する第１遮光部材２２０Ａと第
３遮光部材２２０Ｃは、合計で第１幅Ｗ１を有し、第１画素ＰＸＡと隣接した第２画素Ｐ
ＸＢとの間に位置する第１遮光部材２２０Ａと第２遮光部材２２０Ｂは、合計で第２幅Ｗ
２を有し、第２画素ＰＸＢと第３画素ＰＸＣとの間に位置する第２遮光部材２２０Ｂと第
３遮光部材２２０Ｃは、合計で第３幅Ｗ３を有する。ここで、第１幅Ｗ１、第２幅Ｗ２、
及び第３幅Ｗ３は、互いに同じでもよい。
【００４７】
　図１０～図１２を参照すると、第１画素ＰＸＡには第１色を表示する第１カラーフィル
タ２３０Ａが位置付けされ、第２画素ＰＸＢには第２色を表示する第２カラーフィルタ２
３０Ｂが位置付けされ、第３画素ＰＸＣには第３色を表示する第３カラーフィルタ２３０
Ｃが位置付けされる。
　ここで、第１色と第３色は、第２色との混色が発生するとき、混色が容易に視認される
色である。例えば、第１色は赤色であり、第２色は緑色であり、第３色は青色である。
　一般に、青色が緑色に混色される場合、又は赤色が緑色に混色される場合、又は青色と
赤色が互いに混色される場合、混色の有無が容易に視認される。しかし、第１色、第２色
、及び第３色はこれに限定されず、液晶表示装置のバックライトの色特性によって変化し
得る。
【００４８】
　以下、図９と共に図１０～図１２を参照して、第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び
第３画素ＰＸＣにおいて、データ線１７１と画素電極１９１との間隔及び遮光部材の幅に
ついて、さらに具体的に説明する。
　本実施形態による液晶表示装置の場合、図３～図７に示した実施形態による液晶表示装
置とは異なり、第１画素ＰＸＡと第２画素ＰＸＢとの間に位置するデータ線１７１を基準
として、第１画素ＰＸＡの画素電極１９１とデータ線１７１との間の第１間隔Ｇ１、第２
画素ＰＸＢの画素電極１９１とデータ線１７１との間の第２間隔Ｇ２は、互いに同じであ
る。
【００４９】
　また、第２画素ＰＸＢと第３画素ＰＸＣとの間に位置するデータ線１７１を基準として
、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１とデータ線１７１との間の第２間隔Ｇ２と、第３画素
ＰＸＣの画素電極１９１とデータ線１７１との間の第３間隔Ｇ３は、互いに同じである。
　これと同様に、第３画素ＰＸＣと第１画素ＰＸＡとの間に位置するデータ線１７１を基
準として、第３画素ＰＸＣの画素電極１９１とデータ線１７１との間の第３間隔Ｇ３と、
第１画素ＰＸＡの画素電極１９１とデータ線１７１との間の第１間隔Ｇ１は、互いに同じ
である。
　また、本実施形態による液晶表示装置の場合、図３～図７に示した実施形態による液晶
表示装置とは異なり、第２遮光部材２２０Ｂの幅は、第１遮光部材２２０Ａの幅及び第３
遮光部材２２０Ｃの幅より広い。
【００５０】
　具体的には、図９と共に図１０を参照すると、第１画素ＰＸＡと隣接した第２画素ＰＸ
Ｂとの間に位置する第１遮光部材２２０Ａと第２遮光部材２２０Ｂは、データ線１７１の
中央縦線を基準として、互いに異なる幅を有する。
　具体的には、第２幅Ｗ２を形成する第１遮光部材２２０Ａと第２遮光部材２２０Ｂのう
ち、第１遮光部材２２０Ａの幅Ｂ１は、第２遮光部材２２０Ｂの幅Ｂ２より狭い。
　したがって、第２画素ＰＸＢから観察するとき、第１画素ＰＸＡの画素電極１９１を通



(14) JP 6339810 B2 2018.6.6

10

20

30

40

50

過して第１色を表示する第３光Ｌ３は、幅が相対的に広い幅Ｂ２を有する第２遮光部材２
２０Ｂによって覆われるようになり、そのために、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１を通
過して、第２色を表示する色と混色されない。
【００５１】
　図９と共に図１１を参照すると、第２画素ＰＸＢと隣接した第３画素ＰＸＣとの間に位
置する第２遮光部材２２０Ｂと第３遮光部材２２０Ｃは、データ線１７１の中央縦線を基
準として、互いに異なる幅を有する。
　具体的には、第３幅Ｗ３を形成する第２遮光部材２２０Ｂと第３遮光部材２２０Ｃのう
ち、第２遮光部材２２０Ｂの幅Ｂ２は、第３遮光部材２２０Ｃの幅Ｂ３より広い。
　したがって、第２画素ＰＸＢから観察するとき、第３画素ＰＸＣの画素電極１９１を通
過して第３色を表示する第４光Ｌ４は、幅が相対的に広い幅Ｂ２を有する第２遮光部材２
２０Ｂによって覆われるようになり、そのために、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１を通
過して、第２色を表示する色と混色されない。
【００５２】
　図９と共に図１２を参照すると、第３画素ＰＸＣと隣接した第１画素ＰＸＡとの間に位
置する第３遮光部材２２０Ｃと第１遮光部材２２０Ａは、データ線１７１の中央縦線を基
準として、互いに同じ幅を有する。
　具体的には、第１幅Ｗ１を形成する第３遮光部材２２０Ｃと第１遮光部材２２０Ａで、
第３遮光部材２２０Ｃの幅Ｂ３と第１遮光部材２２０Ａの幅Ｂ１とは同じである。
　図示した実施形態で、第３遮光部材２２０Ｃの幅Ｂ３及び第１遮光部材２２０Ａの幅Ｂ
１は、第２遮光部材２２０Ｂの幅より狭いことと説明したが、本発明の他の一実施形態に
よる液晶表示装置の場合、第３画素ＰＸＣと隣接した第１画素ＰＸＡとの間に位置する第
３遮光部材２２０Ｃと第１遮光部材２２０Ａは、相対的に広い幅を有してもよい。
　したがって、第３画素ＰＸＣが表示する第３色と、第１画素ＰＸＡが表示する第１色と
は、互いに混色されない。したがって、互いに隣接して配置されている第１色を表示する
第１画素ＰＸＡと、第３色を表示する第３画素ＰＸＣとの混色による表示品質の低下が現
れない。
【００５３】
　このように、本実施形態による液晶表示装置の場合、隣接する画素が表示する色と混色
が発生するときに容易に視認される画素において、遮光部材の幅を広く形成することによ
り、隣接する画素間の混色を防止して、混色による表示品質の低下を防止することができ
る。
【００５４】
　また、第１画素ＰＸＡの画素電極１９１の複数の枝電極１９２の幅と、複数の枝電極１
９２との間隔は、第２画素ＰＸＢ又は第３画素ＰＸＣの画素電極１９１の複数の枝電極１
９２の幅と、複数の枝電極１９２との間隔と、互いに同じである。
　また、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１の複数の枝電極１９２の第１画素ＰＸＡの画素
電極１９１の複数の枝電極１９２の個数は、第１画素ＰＸＡ又は第３画素ＰＸＣの画素電
極１９１の複数の枝電極１９２の個数より多い。
　このように、第２画素ＰＸＢの第２色と混色される場合、混色の有無が視認される第１
画素ＰＸＡ又は第３画素ＰＸＣの複数の枝電極１９２の個数を少なく形成することにより
、相対的に輝度を低くすることができ、そのために、第２画素ＰＸＢによって混色される
ことを防止できる。
　上述した実施形態による液晶表示装置の多くの特徴は、本実施形態による液晶表示装置
に全て適用可能である。
【００５５】
　以下、図１３～図１７を参照して、本発明の第３の実施形態による液晶表示装置につい
て説明する。
　図１３は、本発明の第３の実施形態による液晶表示装置の三つの画素を示す配置図であ
り、図１４は、図１３の液晶表示装置の一部分を示す配置図であり、図１５～図１７は、
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図１３の液晶表示装置の一部分を示す断面図である。
　本実施形態による各画素の構造は、図１及び図２を参照して説明した実施形態による液
晶表示装置の画素と同様である。そこで、具体的な説明は省略する。
【００５６】
　図１３を参照すると、本実施形態による液晶表示装置は、図３で示した実施形態による
液晶表示装置と同様に、互いに隣接して配置されて、互いに異なる色を表示する第１画素
ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素ＰＸＣを含む。
　第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素ＰＸＣは順次に配置されて、繰り返し
て配列してもよい。
　例えば、第１画素ＰＸＡの両側には第３画素ＰＸＣと第２画素ＰＸＢが位置し、第２画
素ＰＸＢの両側には第１画素ＰＸＡと第３画素ＰＸＣが位置し、第３画素ＰＸＣの両側に
は第２画素ＰＸＢと第１画素ＰＸＡが位置してもよい。
　第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素ＰＸＣは、それぞれ複数の枝電極１９
２を含む画素電極１９１を含む。
【００５７】
　第１画素ＰＸＡにおいて、画素電極１９１の縁部のうちのデータ線１７１に平行な縁部
と、隣接したデータ線１７１との間の間隔は、第１間隔Ｇ１である。
　第２画素ＰＸＢにおいて、画素電極１９１の縁部のうちのデータ線１７１に平行な縁部
と、隣接したデータ線１７１との間の間隔は、第２間隔Ｇ２である。
　これと同様に、第３画素ＰＸＣにおいて、画素電極１９１の縁部のうちのデータ線１７
１に平行な縁部と、隣接したデータ線１７１との間の間隔は、第３間隔Ｇ３である。
　本実施形態による液晶表示装置によれば、図３で示した実施形態による液晶表示装置と
は異なり、第１間隔Ｇ１、第２間隔Ｇ２、及び第３間隔Ｇ３は互いに同じである。
【００５８】
　図１４を参照すると、第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素ＰＸＣは、それ
ぞれ第１遮光部材２２０Ａ、第２遮光部材２２０Ｂ、及び第３遮光部材２２０Ｃによって
取り囲まれている。
　第１遮光部材２２０Ａ、第２遮光部材２２０Ｂ、及び第３遮光部材２２０Ｃは、図１４
において点線で示したデータ線１７１の中央縦線を基準として区分される。
　例えば、第１遮光部材２２０Ａは、第１画素ＰＸＡを基準に両側に位置する二つのデー
タ線１７１の中央縦線を基準として、第１画素ＰＸＡに隣接して位置する遮光部材であり
、第２遮光部材２２０Ｂは、第２画素ＰＸＢを基準に両側に位置する二つのデータ線１７
１の中央縦線を基準として、第２画素ＰＸＢに隣接して位置する遮光部材であり、第３遮
光部材２２０Ｃは、第３画素ＰＸＣを基準に両側に位置する二つのデータ線１７１の中央
縦線を基準として、第３画素ＰＸＣに隣接して位置する遮光部材である。
【００５９】
　第１画素ＰＸＡと隣接した第３画素ＰＸＣとの間に位置する第１遮光部材２２０Ａと第
３遮光部材２２０Ｃは、合計で第１幅Ｗ１を有し、第１画素ＰＸＡと隣接した第２画素Ｐ
ＸＢとの間に位置する第１遮光部材２２０Ａと第２遮光部材２２０Ｂは、合計で第２幅Ｗ
２を有し、第２画素ＰＸＢと第３画素ＰＸＣとの間に位置する第２遮光部材２２０Ｂと第
３遮光部材２２０Ｃは、合計で第３幅Ｗ３を有する。
　ここで、第１幅Ｗ１と第３幅Ｗ３は互いに同じであり、第２幅Ｗ２は第１幅Ｗ１及び第
３幅Ｗ３より大きい。
【００６０】
　図１５～図１７を参照すると、第１画素ＰＸＡには第１色を表示する第１カラーフィル
タ２３０Ａが配置され、第２画素ＰＸＢには第２色を表示する第２カラーフィルタ２３０
Ｂが配置され、第３画素ＰＸＣには第３色を表示する第３カラーフィルタ２３０Ｃが配置
される。ここで、第１色と第３色は、第２色との混色が発生するとき、混色が容易に視認
される色である。
　例えば、第１色は赤色であり、第２色は緑色であり、第３色は青色である。
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　一般に、青色が緑色に混色される場合、又は赤色が緑色に混色される場合、又は青色と
赤色が互いに混色される場合、混色の有無が容易に視認されうる。しかし、第１色、第２
色、及び第３色はこれに限定されず、液晶表示装置のバックライトの色特性によって変化
し得る。
【００６１】
　以下、図１４と共に図１５～図１７を参照して、第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及
び第３画素ＰＸＣにおいて、データ線１７１と画素電極１９１との間の間隔及び遮光部材
の幅について、さらに具体的に説明する。
　本実施形態による液晶表示装置の場合、図３～図７で示した実施形態による液晶表示装
置とは異なり、第１画素ＰＸＡと第２画素ＰＸＢとの間に位置するデータ線１７１を基準
として、第１画素ＰＸＡの画素電極１９１とデータ線１７１との間の第１間隔Ｇ１、及び
第２画素ＰＸＢの画素電極１９１とデータ線１７１との間の第２間隔Ｇ２は、互いに同じ
である。
【００６２】
　また、第２画素ＰＸＢと第３画素ＰＸＣとの間に位置するデータ線１７１を基準として
、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１とデータ線１７１との間の第２間隔Ｇ２、及び第３画
素ＰＸＣの画素電極１９１とデータ線１７１との間の第３間隔Ｇ３は、互いに同じである
。
　これと同様に、第３画素ＰＸＣと第１画素ＰＸＡとの間に位置するデータ線１７１を基
準として、第３画素ＰＸＣの画素電極１９１とデータ線１７１との間の第３間隔Ｇ３、及
び第１画素ＰＸＡの画素電極１９１とデータ線１７１との間の第１間隔Ｇ１は、互いに同
じである。
　また、本実施形態による液晶表示装置の場合、図３～図７で示した実施形態による液晶
表示装置とは異なり、第２遮光部材２２０Ｂの幅Ｂ２は、第１遮光部材２２０Ａの幅Ｂ１
及び第３遮光部材２２０Ｃの幅Ｂ３より広い。
【００６３】
　具体的には、図１４と共に図１５を参照すると、第１画素ＰＸＡと隣接した第２画素Ｐ
ＸＢとの間に位置する第１遮光部材２２０Ａと第２遮光部材２２０Ｂは、データ線１７１
の中央縦線を基準として互いに異なる幅を有する。
　具体的には、第２幅Ｗ２を形成する第１遮光部材２２０Ａと第２遮光部材２２０Ｂのう
ち、第２遮光部材２２０Ｂの幅Ｂ２は、第１遮光部材２２０Ａの幅Ｂ１より広い。
　したがって、第２画素ＰＸＢから観察するとき、第１画素ＰＸＡの画素電極１９１を通
過して第１色を表示する第３光Ｌ３（図示せず）は、幅が相対的に広い幅Ｂ２を有する第
２遮光部材２２０Ｂによって覆われるようになり、そのために、第２画素ＰＸＢの画素電
極１９１を通過して、第２色を表示する色と混色されない。
【００６４】
　図１４と共に図１６を参照すると、第２画素ＰＸＢと隣接した第３画素ＰＸＣとの間に
位置する第２遮光部材２２０Ｂと第３遮光部材２２０Ｃは、データ線１７１の中央縦線を
基準として互いに異なる幅を有する。
　具体的には、第３幅Ｗ３を形成する第２遮光部材２２０Ｂと第３遮光部材２２０Ｃのう
ち、第２遮光部材２２０Ｂの幅Ｂ２は、第３遮光部材２２０Ｃの幅Ｂ３より広い。
　したがって、第２画素ＰＸＢから観察するとき、第３画素ＰＸＣの画素電極１９１を通
過して第３色を表示する第４光Ｌ４（図示せず）は、幅が相対的に広い幅Ｂ２を有する第
２遮光部材２２０Ｂによって覆われるようになり、そのために、第２画素ＰＸＢの画素電
極１９１を通過して、第２色を表示する色と混色されない。
【００６５】
　図１４と共に図１７を参照すると、第３画素ＰＸＣと隣接した第１画素ＰＸＡとの間に
位置する第３遮光部材２２０Ｃと第１遮光部材２２０Ａは、データ線１７１の中央縦線を
基準として互いに同じ幅を有する。
　具体的には、第１幅Ｗ１を形成する第３遮光部材２２０Ｃと第１遮光部材２２０Ａで、
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第３遮光部材２２０Ｃの幅Ｂ３と第１遮光部材２２０Ａの幅Ｂ１とは同じである。
　図に示した実施形態において、第３遮光部材２２０Ｃの幅Ｂ３及び第１遮光部材２２０
Ａの幅Ｂ１は、第２遮光部材２２０Ｂの幅より狭いことと説明したが、本発明の他の一実
施形態による液晶表示装置の場合、第３画素ＰＸＣと隣接した第１画素ＰＸＡとの間に位
置する第３遮光部材２２０Ｃと第１遮光部材２２０Ａは、相対的に広い幅を有してもよい
。
　したがって、第３画素ＰＸＣが表示する第３色と第１画素ＰＸＡが表示する第１色は、
互いに混色されない。したがって、互いに隣接して配置されている第１色を表示する第１
画素ＰＸＡと、第３色を表示する第３画素ＰＸＣとの混色による表示品質の低下が現れな
い。
【００６６】
　このように、本実施形態による液晶表示装置の場合、隣接する画素が表示する色と混色
が発生とき容易に視認される画素において、遮光部材の幅を広く形成することにより、隣
接する画素間の混色を防止して、混色による表示品質の低下を防止することができる。
【００６７】
　また、第１画素ＰＸＡの画素電極１９１の複数の枝電極１９２の幅と複数の枝電極１９
２の間の間隔は、第２画素ＰＸＢ又は第３画素ＰＸＣの画素電極１９１の複数の枝電極１
９２の幅と複数の枝電極１９２との間の間隔と、互いに同じである。
　また、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１の複数の枝電極１９２の第１画素ＰＸＡの画素
電極１９１の複数の枝電極１９２の個数は、第１画素ＰＸＡ又は第３画素ＰＸＣの画素電
極１９１の複数の枝電極１９２の個数より多い。
　このように、第２画素ＰＸＢの第２色と混色される場合、混色の有無が視認される第１
画素ＰＸＡ又は第３画素ＰＸＣの複数の枝電極１９２の個数を少なく形成して、相対的に
輝度を低くすることができ、そのために、第２画素ＰＸＢによって混色されるのを防止す
ることができる。
　上述した実施形態による液晶表示装置の多くの特徴は、本実施形態による液晶表示装置
に全て適用可能である。
【００６８】
　以下、図１８～図２２を参照して、本発明の第４の実施形態による液晶表示装置につい
て説明する。
　図１８は、本発明の第４の実施形態による液晶表示装置の三つの画素を示す配置図であ
り、図１９は、図１８の液晶表示装置の一部分を示す配置図であり、図２０～図２２は、
図１８の液晶表示装置の一部分を示す断面図である。
　本実施形態による各画素の構造は、図１及び図２を参照して説明した実施形態による液
晶表示装置の画素と同一である。そこで、具体的な説明は省略する。
【００６９】
　図１８を参照すると、本実施形態による液晶表示装置は、互いに隣接して配置されて、
互いに異なる色を表示する第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素ＰＸＣを含む
。
　第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素ＰＸＣは順次に配置されて、繰り返し
て配列してもよい。
　例えば、第１画素ＰＸＡの両側には第３画素ＰＸＣと第２画素ＰＸＢが位置し、第２画
素ＰＸＢの両側には第１画素ＰＸＡと第３画素ＰＸＣが位置し、第３画素ＰＸＣの両側に
は第２画素ＰＸＢと第１画素ＰＸＡが位置してもよい。
　第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素ＰＸＣは、それぞれ複数の枝電極１９
２を含む画素電極１９１を含む。
【００７０】
　第１画素ＰＸＡにおいて、画素電極１９１の縁部のうちのデータ線１７１に平行な縁部
と、隣接したデータ線１７１との間の間隔は、第１間隔Ｇ１である。
　第２画素ＰＸＢにおいて、画素電極１９１の縁部のうちのデータ線１７１に平行な縁部
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と、隣接したデータ線１７１との間の間隔は、第２間隔Ｇ２である。
　これと同様に、第３画素ＰＸＣにおいて、画素電極１９１の縁部のうちのデータ線１７
１に平行な縁部と、隣接したデータ線１７１との間の間隔は、第３間隔Ｇ３である。
　ここで、第１間隔Ｇ１と第３間隔Ｇ３は互いに同じであり、第２間隔Ｇ２は第１間隔Ｇ
１及び第３間隔Ｇ３より小さい。
　例えば、互いに異なる色を表示する第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素Ｐ
ＸＣのうちの少なくとも一つの画素、例えば、第２画素ＰＸＢにおいて、画素電極１９１
の縁部のうちのデータ線１７１に平行な縁部と、データ線１７１との間の間隔を狭く形成
する。
【００７１】
　図１９を参照すると、第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素ＰＸＣは、それ
ぞれ第１遮光部材２２０Ａ、第２遮光部材２２０Ｂ、及び第３遮光部材２２０Ｃによって
取り囲まれている。
　第１遮光部材２２０Ａ、第２遮光部材２２０Ｂ、及び第３遮光部材２２０Ｃは、図１９
において点線で示したデータ線１７１の中央縦線を基準として区分される。
　例えば、第１遮光部材２２０Ａは、第１画素ＰＸＡを基準に両側に位置する二つのデー
タ線１７１の中央縦線を基準として、第１画素ＰＸＡに隣接して位置する遮光部材であり
、第２遮光部材２２０Ｂは、第２画素ＰＸＢを基準に両側に位置する二つのデータ線１７
１の中央縦線を基準として、第２画素ＰＸＢに隣接して位置する遮光部材であり、第３遮
光部材２２０Ｃは、第３画素ＰＸＣを基準に両側に位置する二つのデータ線１７１の中央
縦線を基準として、第３画素ＰＸＣに隣接して位置する遮光部材である。
【００７２】
　図１９を参照すると、第１画素ＰＸＡと隣接した第３画素ＰＸＣとの間に位置する第１
遮光部材２２０Ａと第３遮光部材２２０Ｃは、合計で第１幅Ｗ１を有し、第１画素ＰＸＡ
と隣接した第２画素ＰＸＢとの間に位置する第１遮光部材２２０Ａと第２遮光部材２２０
Ｂは、合計で第２幅Ｗ２を有し、第２画素ＰＸＢと第３画素ＰＸＣとの間に位置する第２
遮光部材２２０Ｂと第３遮光部材２２０Ｃは、合計で第３幅Ｗ３を有する。
　ここで、第１幅Ｗ１、第２幅Ｗ２、及び第３幅Ｗ３は互いに同じでもよい。
【００７３】
　図２０～図２２を参照すると、第１画素ＰＸＡには第１色を表示する第１カラーフィル
タ２３０Ａが位置付けされ、第２画素ＰＸＢには第２色を表示する第２カラーフィルタ２
３０Ｂが位置付けされ、第３画素ＰＸＣには第３色を表示する第３カラーフィルタ２３０
Ｃが位置付けされる。
　ここで、第１色と第３色は、第２色との混色が発生するとき、混色が容易に視認される
色である。例えば、第１色は赤色であり、第２色は緑色であり、第３色は青色である。
　一般に、青色が緑色に混色される場合、又は赤色が緑色に混色される場合、又は青色と
赤色が互いに混色される場合、混色の有無が容易に視認されうる。しかし、第１色、第２
色、第３色はこれに限定されず、液晶表示装置のバックライトの色特性によって変化し得
る。
【００７４】
　以下、図２０～図２２を参照して、第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素Ｐ
ＸＣにおいて、データ線１７１と画素電極１９１との間の間隔及び遮光部材の幅について
、さらに具体的に説明する。
　図２０を参照すると、本実施形態による液晶表示装置の場合、第１画素ＰＸＡと第２画
素ＰＸＢとの間に位置するデータ線１７１を基準として、第１画素ＰＸＡの画素電極１９
１とデータ線１７１との間の第１間隔Ｇ１が、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１とデータ
線１７１との間の第２間隔Ｇ２よりさらに広い。
【００７５】
　したがって、第２画素ＰＸＢの上から観察するとき、第１画素ＰＸＡの画素電極１９１
を通過して、第１カラーフィルタ２３０Ａを経て第１色を表示する光は、遮光部材２２０
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Ｂによって覆われて視認されない。したがって、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１を通過
して第２色を表示する光と、第１色を表示する光とは、混色されない。
　このように、本実施形態による液晶表示装置の場合、隣接する画素が表示する色と混色
が発生するとき容易に視認される画素において、データ線１７１と画素電極１９１との間
の間隔を広く形成することにより、液晶表示装置の隣接する画素間の混色を防止して、混
色による表示品質の低下を防止することができる。
【００７６】
　これと同様に、図２１に示すように、第２画素ＰＸＢと第３画素ＰＸＣとの間に位置す
るデータ線１７１を基準として、第３画素ＰＸＣの画素電極１９１とデータ線１７１との
間の第３間隔Ｇ３は、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１とデータ線１７１との間の第２間
隔Ｇ２より広い。
　したがって、第２画素ＰＸＢの上から観察するとき、第３画素ＰＸＣの画素電極１９１
を通過して、第３カラーフィルタ２３０Ｃを経て第３色を表示する光は、第２遮光部材２
２０Ｂによって覆われて視認されない。したがって、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１を
通過して第２色を表示する光と、第３カラーフィルタ２３０Ｃを通過して第３色を表示す
る光とは、混色されない。
【００７７】
　図２２を参照すると、第３画素ＰＸＣと第１画素ＰＸＡとの間に位置するデータ線１７
１を基準として、第３画素ＰＸＣの画素電極１９１とデータ線１７１との間の第３間隔Ｇ
３は、第１画素ＰＸＡの画素電極１９１とデータ線１７１との間の第１間隔Ｇ１と同じで
あり、第３間隔Ｇ３と第１間隔Ｇ１は、第２間隔Ｇ２より広い。
　したがって、第３画素ＰＸＣが表示する第３色と、第１画素ＰＸＡが表示する第１色と
は、互いに混色されない。
　したがって、互いに隣接して配置されている第１色を表示する第１画素ＰＸＡと、第３
色を表示する第３画素ＰＸＣとの混色による表示品質の低下が現れない。
【００７８】
　さらに、図１９と共に図２０～図２２を参照すると、本実施形態による液晶表示装置の
場合、図３～図７で示した実施形態による液晶表示装置とは異なり、第２遮光部材２２０
Ｂの幅は、第１遮光部材２２０Ａの幅及び第３遮光部材２２０Ｃの幅より広い。
【００７９】
　具体的には、図１９と共に図２０を参照すると、第１画素ＰＸＡと隣接した第２画素Ｐ
ＸＢとの間に位置する第１遮光部材２２０Ａと第２遮光部材２２０Ｂは、データ線１７１
の中央縦線を基準として互いに異なる幅を有する。
　具体的には、第２幅Ｗ２を形成する第１遮光部材２２０Ａと第２遮光部材２２０Ｂのう
ち、第１遮光部材２２０Ａの幅Ｂ１は、第２遮光部材２２０Ｂの幅Ｂ２より狭い。
　したがって、第２画素ＰＸＢから観察するとき、第１画素ＰＸＡの画素電極１９１を通
過して第１色を表示する光は、幅が相対的に広い幅Ｂ２を有する第２遮光部材２２０Ｂに
よって覆われるようになり、そのために、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１を通過して、
第２色を表示する色と混色されない。
【００８０】
　図１９と共に図２１を参照すると、第２画素ＰＸＢと隣接した第３画素ＰＸＣとの間に
位置する第２遮光部材２２０Ｂと第３遮光部材２２０Ｃは、データ線１７１の中央縦線を
基準として互いに異なる幅を有する。
　具体的には、第３幅Ｗ３を形成する第２遮光部材２２０Ｂと第３遮光部材２２０Ｃのう
ち、第２遮光部材２２０Ｂの幅Ｂ２は、第３遮光部材２２０Ｃの幅Ｂ３より広い。
　したがって、第２画素ＰＸＢから観察するとき、第３画素ＰＸＣの画素電極１９１を通
過して第３色を表示する光は、幅が相対的に広い幅Ｂ２を有する第２遮光部材２２０Ｂに
よって覆われるようになり、そのために、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１を通過して、
第２色を表示する色と混色されない。
【００８１】
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　図１９と共に図２２を参照すると、第３画素ＰＸＣと隣接した第１画素ＰＸＡとの間に
位置する第３遮光部材２２０Ｃと第１遮光部材２２０Ａは、データ線１７１の中央縦線を
基準として互いに同じ幅を有する。
　具体的には、第１幅Ｗ１を形成する第３遮光部材２２０Ｃと第１遮光部材２２０Ａにお
いて、第３遮光部材２２０Ｃの幅Ｂ３と第１遮光部材２２０Ａの幅Ｂ１とは同じである。
　図に示した実施形態において、第３遮光部材２２０Ｃの幅Ｂ３及び第１遮光部材２２０
Ａの幅Ｂ１は、第２遮光部材２２０Ｂの幅より狭いことと説明したが、本発明の他の一実
施形態による液晶表示装置の場合、第３画素ＰＸＣと隣接した第１画素ＰＸＡとの間に位
置する第３遮光部材２２０Ｃと第１遮光部材２２０Ａは、相対的に広い幅を有してもよい
。
【００８２】
　したがって、第３画素ＰＸＣが表示する第３色と、第１画素ＰＸＡが表示する第１色と
は、互いに混色されない。したがって、互いに隣接して配置されている第１色を表示する
第１画素ＰＸＡと、第３色を表示する第３画素ＰＸＣとの混色による表示品質の低下が現
れない。
　このように、本実施形態による液晶表示装置の場合、隣接する画素が表示する色と混色
が発生とき容易に視認される画素において、遮光部材の幅を広く形成することによって、
隣接する画素間の混色を防止して、混色による表示品質の低下を防止することができる。
【００８３】
　また、第１画素ＰＸＡの画素電極１９１の複数の枝電極１９２の幅と、複数の枝電極１
９２との間の間隔は、第２画素ＰＸＢ又は第３画素ＰＸＣの画素電極１９１の複数の枝電
極１９２の幅と、複数の枝電極１９２との間の間隔と、互いに同じである。
　また、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１の複数の枝電極１９２の第１画素ＰＸＡの画素
電極１９１の複数の枝電極１９２の個数は、第１画素ＰＸＡ又は第３画素ＰＸＣの画素電
極１９１の複数の枝電極１９２の個数より多い。
　このように、第２画素ＰＸＢの第２色と混色される場合、混色の有無が視認される第１
画素ＰＸＡ又は第３画素ＰＸＣの複数の枝電極１９２の個数を少なく形成して、相対的に
輝度を低くすることができ、そのために第２画素ＰＸＢに混色されるのを防止することが
できる。
　上述した実施形態による液晶表示装置の多くの特徴は、本実施形態による液晶表示装置
に全て適用可能である。
【００８４】
　以下、図２３及び図２４を参照して、本発明の第５の実施形態による液晶表示装置につ
いて説明する。
　図２３は、本発明の第５の実施形態による液晶表示装置の三つの画素を示す配置図であ
り、図２４は、図２３の液晶表示装置の一部分を示す配置図である。
　本実施形態による各画素の構造は、図１及び図２を参照して説明した実施形態による液
晶表示装置の画素と同一である。そこで、具体的な説明は省略する。
【００８５】
　図２３を参照すると、本実施形態による液晶表示装置は、互いに隣接して配置されて、
互いに異なる色を表示する第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素ＰＸＣを含む
。
　第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素ＰＸＣは順次に配置されて、繰り返し
て配列してもよい。
　例えば、第１画素ＰＸＡの両側には第３画素ＰＸＣと第２画素ＰＸＢが位置し、第２画
素ＰＸＢの両側には第１画素ＰＸＡと第３画素ＰＸＣが位置し、第３画素ＰＸＣの両側に
は第２画素ＰＸＢと第１画素ＰＸＡが位置してもよい。
　第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素ＰＸＣは、それぞれ複数の枝電極１９
２を含む画素電極１９１を含む。
【００８６】
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　第１画素ＰＸＡにおいて、画素電極１９１の縁部のうちのデータ線１７１に平行な縁部
と、隣接したデータ線１７１との間の間隔は、第１間隔Ｇ１である。
　第２画素ＰＸＢにおいて、画素電極１９１の縁部のうちのデータ線１７１に平行な縁部
と、隣接したデータ線１７１との間の間隔は、第２間隔Ｇ２である。
　これと同様に、第３画素ＰＸＣにおいて、画素電極１９１の縁部のうちのデータ線１７
１に平行な縁部と、隣接したデータ線１７１との間の間隔は、第３間隔Ｇ３である。
　ここで、第１間隔Ｇ１と第３間隔Ｇ３は互いに同じであり、第２間隔Ｇ２は第１間隔Ｇ
１及び第３間隔Ｇ３より小さい。
　例えば、互いに異なる色を表示する第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素Ｐ
ＸＣのうちの少なくとも一つの画素、例えば、第２画素ＰＸＢにおいて、画素電極１９１
の縁部のうちのデータ線１７１に平行な縁部と、データ線１７１との間の間隔を狭く形成
する。
【００８７】
　図２４を参照すると、第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素ＰＸＣは、それ
ぞれ第１遮光部材２２０Ａ、第２遮光部材２２０Ｂ、及び第３遮光部材２２０Ｃによって
取り囲まれている。
　第１遮光部材２２０Ａ、第２遮光部材２２０Ｂ、及び第３遮光部材２２０Ｃは、図２４
において点線で示したデータ線１７１の中央縦線を基準として区分される。
　例えば、第１遮光部材２２０Ａは、第１画素ＰＸＡを基準に両側に位置する二つのデー
タ線１７１の中央縦線を基準として、第１画素ＰＸＡに隣接して位置する遮光部材であり
、第２遮光部材２２０Ｂは、第２画素ＰＸＢを基準に両側に位置する二つのデータ線１７
１の中央縦線を基準として、第２画素ＰＸＢに隣接して位置する遮光部材であり、第３遮
光部材２２０Ｃは、第３画素ＰＸＣを基準に両側に位置する二つのデータ線１７１の中央
縦線を基準として、第３画素ＰＸＣに隣接して位置する遮光部材である。
【００８８】
　図２４を参照すると、第１画素ＰＸＡと隣接した第３画素ＰＸＣとの間に位置する第１
遮光部材２２０Ａと第３遮光部材２２０Ｃは、合計で第１幅Ｗ１を有し、第１画素ＰＸＡ
と隣接した第２画素ＰＸＢとの間に位置する第１遮光部材２２０Ａと第２遮光部材２２０
Ｂは、合計で第２幅Ｗ２を有し、第２画素ＰＸＢと第３画素ＰＸＣとの間に位置する第２
遮光部材２２０Ｂと第３遮光部材２２０Ｃは、合計で第３幅Ｗ３を有する。
　ここで、第１幅Ｗ１、第２幅Ｗ２、及び第３幅Ｗ３は互いに同じでもよい。
【００８９】
　再び図２３を参照すると、本実施形態による液晶表示装置の場合、第１画素ＰＸＡと第
２画素ＰＸＢとの間に位置するデータ線１７１を基準として、第１画素ＰＸＡの画素電極
１９１とデータ線１７１との間の第１間隔Ｇ１が、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１とデ
ータ線１７１との間の第２間隔Ｇ２よりさらに広い。
　したがって、第２画素ＰＸＢの上から観察するとき、第１画素ＰＸＡの画素電極１９１
を通過して、第１カラーフィルタ２３０Ａ（図示せず）を通過して第１色を表示する光は
、第２遮光部材２２０Ｂによって覆われて視認されない。
　したがって、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１を通過して第２色を表示する光と、第１
色を表示する光とは、混色されない。
【００９０】
　これと同様に、第２画素ＰＸＢと第３画素ＰＸＣとの間に位置するデータ線１７１を基
準として、第３画素ＰＸＣの画素電極１９１とデータ線１７１との間の第３間隔Ｇ３は、
第２画素ＰＸＢの画素電極１９１とデータ線１７１との間の第２間隔Ｇ２より広い。
　したがって、第２画素ＰＸＢの上から観察するとき、第３画素ＰＸＣの画素電極１９１
を通過して、第３カラーフィルタ２３０Ｃ（図示せず）を経て第３色を表示する光は、遮
光部材２２０によって覆われて視認されない。
　したがって、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１を通過した光と、第３カラーフィルタ２
３０Ｃを通過して第３色を表示する光とは、混色されない。
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【００９１】
　また、第３画素ＰＸＣと第１画素ＰＸＡとの間に位置するデータ線１７１を基準として
、第３画素ＰＸＣの画素電極１９１とデータ線１７１との間の第３間隔Ｇ３は、第１画素
ＰＸＡの画素電極１９１とデータ線１７１との間の第１間隔Ｇ１と同じであり、第３間隔
Ｇ３と第１間隔Ｇ１は、第２間隔Ｇ２より広い。
　したがって、第３画素ＰＸＣが表示する第３色と、第１画素ＰＸＡが表示する第１色と
は、互いに混色されない。したがって、互いに隣接して配置されている第１色を表示する
第１画素ＰＸＡと、第３色を表示する第３画素ＰＸＣとの混色による表示品質の低下が現
れない。
【００９２】
　さらに、図２４と共に図２５を参照すると、第１画素ＰＸＡと隣接した第３画素ＰＸＣ
との間に位置する第１遮光部材２２０Ａと第３遮光部材２２０Ｃは、データ線１７１の中
央縦線を基準として互いに同じ幅を有する。即ち、第１幅Ｗ１を形成する第１遮光部材２
２０Ａと第３遮光部材２２０Ｃは、互いに同じ幅を有する。
　これと同様に、第１画素ＰＸＡと隣接した第２画素ＰＸＢとの間に位置する第１遮光部
材２２０Ａと第２遮光部材２２０Ｂは、データ線１７１の中央縦線を基準として互いに同
じ幅を有する。即ち、第２幅Ｗ２を形成する第１遮光部材２２０Ａと第２遮光部材２２０
Ｂは、互いに同じ幅を有する。
　また、第２画素ＰＸＢと第３画素ＰＸＣとの間に位置する第２遮光部材２２０Ｂと第３
遮光部材２２０Ｃは、データ線１７１の中央縦線を基準として互いに同じ幅を有する。即
ち、第３幅Ｗ３を形成する第２遮光部材２２０Ｂと第３遮光部材２２０Ｃは、互いに同じ
幅を有する。
　ここで、第１幅Ｗ１、第２幅Ｗ２、及び第３幅Ｗ３は、互いに同じでもよい。
【００９３】
　図３～図２２を参照して上述した実施形態による液晶表示装置とは異なり、本実施形態
による液晶表示装置の場合、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１の複数の枝電極１９２の幅
と複数の枝電極１９２との間の間隔は、第１画素ＰＸＡ又は第３画素ＰＸＣの画素電極１
９１の複数の枝電極１９２の幅と複数の枝電極１９２との間の間隔より広い。
　また、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１の複数の枝電極１９２の個数は、第１画素ＰＸ
Ａ又は第３画素ＰＸＣの画素電極１９１の複数の枝電極１９２の個数と同じである。
　相対的にデータ線１７１との間隔が広い第１画素ＰＸＡ又は第３画素ＰＸＣの画素電極
１９１の複数の枝電極１９２の間隔を狭く形成し、第２画素ＰＸＢと複数の枝電極１９２
の個数を同一に形成することにより、相対的にデータ線１７１との間隔が広い第１画素Ｐ
ＸＡ又は第３画素ＰＸＣの透過率の低下を防止することができる。
【００９４】
　このように、本実施形態による液晶表示装置の場合、隣接する画素が表示する色と混色
が発生するとき容易に視認される画素で、データ線１７１と画素電極１９１の間の間隔を
広く形成することによって、液晶表示装置の隣接する画素間の混色を防止して、混色によ
る表示品質の低下を防止することができる。
　上述した実施形態による液晶表示装置の多くの特徴は、本実施形態による液晶表示装置
に全て適用可能である。
【００９５】
　以下、図２５及び図２６を参照して、本発明の第６の実施形態による液晶表示装置につ
いて説明する。
　図２５は、本発明の第６の実施形態による液晶表示装置の三つの画素を示す配置図であ
り、図２６は、図２５の液晶表示装置の一部分を示す配置図である。
　本実施形態による各画素の構造は、図１及び図２を参照して説明した実施形態による液
晶表示装置の画素と同一である。そこで、具体的な説明は省略する。
【００９６】
　図２５を参照すると、本実施形態による液晶表示装置は、互いに隣接して配置されて、
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互いに異なる色を表示する第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素ＰＸＣを含む
。
　第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素ＰＸＣは順次に配置されて、繰り返し
て配列してもよい。
　例えば、第１画素ＰＸＡの両側には第３画素ＰＸＣと第２画素ＰＸＢが位置し、第２画
素ＰＸＢの両側には第１画素ＰＸＡと第３画素ＰＸＣが位置し、第３画素ＰＸＣの両側に
は第２画素ＰＸＢと第１画素ＰＸＡが位置してもよい。
　第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素ＰＸＣは、それぞれ複数の枝電極１９
２を含む画素電極１９１を含む。
【００９７】
　第１画素ＰＸＡにおいて、画素電極１９１の縁部のうちのデータ線１７１に平行な縁部
と、隣接したデータ線１７１との間の間隔は、第１間隔Ｇ１である。
　第２画素ＰＸＢにおいて、画素電極１９１の縁部のうちのデータ線１７１に平行な縁部
と、隣接したデータ線１７１との間の間隔は、第２間隔Ｇ２である。
　これと同様に、第３画素ＰＸＣにおいて、画素電極１９１の縁部のうちのデータ線１７
１に平行な縁部と、隣接したデータ線１７１との間の間隔は、第３間隔Ｇ３である。
　ここで、第１間隔Ｇ１と第３間隔Ｇ３は互いに同じであり、第２間隔Ｇ２は第１間隔Ｇ
１及び第３間隔Ｇ３より狭い。
　つまり、互いに異なる色を表示する第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素Ｐ
ＸＣのうちの少なくとも一つの画素、例えば、第２画素ＰＸＢにおいて、画素電極１９１
の縁部のうちのデータ線１７１に平行な縁部と、データ線１７１との間の間隔を狭く形成
する。
【００９８】
　図２６を参照すると、第１画素ＰＸＡ、第２画素ＰＸＢ、及び第３画素ＰＸＣは、それ
ぞれ第１遮光部材２２０Ａ、第２遮光部材２２０Ｂ、及び第３遮光部材２２０Ｃによって
取り囲まれている。
　第１遮光部材２２０Ａ、第２遮光部材２２０Ｂ、及び第３遮光部材２２０Ｃは、図２６
において、点線で示したデータ線１７１の中央縦線を基準として区分される。
　例えば、第１遮光部材２２０Ａは、第１画素ＰＸＡを基準に両側に位置する二つのデー
タ線１７１の中央縦線を基準として、第１画素ＰＸＡに隣接して位置する遮光部材であり
、第２遮光部材２２０Ｂは、第２画素ＰＸＢを基準に両側に位置する二つのデータ線１７
１の中央縦線を基準として、第２画素ＰＸＢに隣接して位置する遮光部材であり、第３遮
光部材２２０Ｃは、第３画素ＰＸＣを基準に両側に位置する二つのデータ線１７１の中央
縦線を基準として、第３画素ＰＸＣに隣接して位置する遮光部材である。
【００９９】
　図２６を参照すると、第１画素ＰＸＡと隣接した第３画素ＰＸＣとの間に位置する第１
遮光部材２２０Ａと第３遮光部材２２０Ｃは、合計で第１幅Ｗ１を有し、第１画素ＰＸＡ
と隣接した第２画素ＰＸＢとの間に位置する第１遮光部材２２０Ａと第２遮光部材２２０
Ｂは、合計で第２幅Ｗ２を有し、第２画素ＰＸＢと第３画素ＰＸＣとの間に位置する第２
遮光部材２２０Ｂと第３遮光部材２２０Ｃは、合計で第３幅Ｗ３を有する。
　ここで、第１幅Ｗ１、第２幅Ｗ２、及び第３幅Ｗ３は互いに同じでもよい。
【０１００】
　再び図２５を参照すると、本実施形態による液晶表示装置の場合、第１画素ＰＸＡと第
２画素ＰＸＢとの間に位置するデータ線１７１を基準として、第１画素ＰＸＡの画素電極
１９１とデータ線１７１との間の第１間隔Ｇ１が、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１とデ
ータ線１７１との間の第２間隔Ｇ２よりさらに広い。
　したがって、第２画素ＰＸＢの上から観察するとき、第１画素ＰＸＡの画素電極１９１
を通過して、第１カラーフィルタ２３０Ａ（図示せず）を経て第１色を表示する光は、遮
光部材２２０Ｂによって覆われて視認されない。したがって、第２画素ＰＸＢの画素電極
１９１を通過して第２色を表示する光と、第１色を表示する光とは、混色されない。
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【０１０１】
　これと同様に、第２画素ＰＸＢと第３画素ＰＸＣとの間に位置するデータ線１７１を基
準として、第３画素ＰＸＣの画素電極１９１とデータ線１７１との間の第３間隔Ｇ３は、
第２画素ＰＸＢの画素電極１９１とデータ線１７１との間の第２間隔Ｇ２より広い。
　したがって、第２画素ＰＸＢの上から観察するとき、第３画素ＰＸＣの画素電極１９１
を通過して、第３カラーフィルタ２３０Ｃ（図示せず）を経て第３色を表示する光は、第
２遮光部材２２０Ｂによって覆われて視認されない。したがって、第２画素ＰＸＢの画素
電極１９１を通過して第２色を表示する光と、第３カラーフィルタ２３０Ｃを通過して第
３色を表示する光とは、混色されない。
【０１０２】
　第３画素ＰＸＣと第１画素ＰＸＡとの間に位置するデータ線１７１を基準として、第３
画素ＰＸＣの画素電極１９１とデータ線１７１との間の第３間隔Ｇ３は、第１画素ＰＸＡ
の画素電極１９１とデータ線１７１との間の第１間隔Ｇ１と同じであり、第３間隔Ｇ３と
第１間隔Ｇ１は、第２間隔Ｇ２より広い。
　したがって、第３画素ＰＸＣが表示する第３色と、第１画素ＰＸＡが表示する第１色と
は、互いに混色されない。したがって、互いに隣接して配置されている第１色を表示する
第１画素ＰＸＡと、第３色を表示する第３画素ＰＸＣとの混色による表示品質の低下が現
れない。
【０１０３】
　図２６を参照すると、本実施形態による液晶表示装置の場合、図３～図７で示した実施
形態による液晶表示装置とは異なり、第２遮光部材２２０Ｂの幅は、第１遮光部材２２０
Ａの幅及び第３遮光部材２２０Ｃの幅より広い。
【０１０４】
　具体的には、第１画素ＰＸＡと隣接した第２画素ＰＸＢとの間に位置する第１遮光部材
２２０Ａと第２遮光部材２２０Ｂは、データ線１７１の中央縦線を基準として互いに異な
る幅を有する。
　具体的には、第２幅Ｗ２を形成する第１遮光部材２２０Ａと第２遮光部材２２０Ｂのう
ちの第１遮光部材２２０Ａの幅は第２遮光部材２２０Ｂの幅より狭い。したがって、第２
画素ＰＸＢから観察するとき、第１画素ＰＸＡの画素電極１９１を通過して第１色を表示
する光は、幅が相対的に広い幅を有する第２遮光部材２２０Ｂによって覆われるようにな
り、そのために、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１を通過して、第２色を表示する色と混
色されない。
【０１０５】
　これと同様に、第２画素ＰＸＢと隣接した第３画素ＰＸＣとの間に位置する第２遮光部
材２２０Ｂと第３遮光部材２２０Ｃは、データ線１７１の中央縦線を基準として互いに異
なる幅を有する。
　具体的には、第３幅Ｗ３を形成する第２遮光部材２２０Ｂと第３遮光部材２２０Ｃのう
ち、第２遮光部材２２０Ｂの幅は、第３遮光部材２２０Ｃの幅より広い。
　したがって、第２画素ＰＸＢから観察するとき、第３画素ＰＸＣの画素電極１９１を通
過して第３色を表示する光は、幅が相対的に広い第２遮光部材２２０Ｂによって覆われる
ようになり、そのために、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１を通過して、第２色を表示す
る色と混色されない。
【０１０６】
　このように、本発明の実施形態による液晶表示装置の場合、隣接する画素が表示する色
と混色が発生するとき容易に視認される画素において、データ線１７１と画素電極１９１
との間の間隔を広く形成することにより、液晶表示装置の隣接する画素間の混色を防止し
て、混色による表示品質の低下を防止することができる。
　また、本実施形態による液晶表示装置の場合、隣接する画素が表示する色と混色が発生
するとき容易に視認される画素において、遮光部材の幅を広く形成することにより、隣接
する画素間の混色を防止して、混色による表示品質の低下を防止することができる。
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【０１０７】
　図３～図２２を参照して上述した実施形態による液晶表示装置とは異なり、本実施形態
による液晶表示装置の場合、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１の複数の枝電極１９２の幅
と複数の枝電極１９２との間の間隔は、第１画素ＰＸＡ又は第３画素ＰＸＣの画素電極１
９１の複数の枝電極１９２の幅と複数の枝電極１９２との間の間隔より広い。
　また、第２画素ＰＸＢの画素電極１９１の複数の枝電極１９２の個数は、第１画素ＰＸ
Ａまたは第３画素ＰＸＣの画素電極１９１の複数の枝電極１９２の個数と同じである。
【０１０８】
　相対的にデータ線１７１との間隔が広い第１画素ＰＸＡ又は第３画素ＰＸＣの画素電極
１９１の複数の枝電極１９２の間隔を狭く形成し、第２画素ＰＸＢと複数の枝電極１９２
の個数を同一に形成することにより、相対的にデータ線１７１との間隔が広い第１画素Ｐ
ＸＡまたは第３画素ＰＸＣの透過率の低下を防止することができる。
　上述した実施形態による液晶表示装置の多くの特徴は、本実施形態による液晶表示装置
に全て適用可能である。
【０１０９】
　尚、本発明は、上述の実施形態に限られるものではない。本発明の技術的範囲から逸脱
しない範囲内で多様に変更実施することが可能である。
【符号の説明】
【０１１０】
　３　　液晶層
　１００　　下部表示板
　１１０　　第１絶縁基板
　１２１　　ゲート線
　１２４　　ゲート電極
　１３１　　基準電圧線
　１３５　　拡張部
　１３８　　開口部
　１４０　　ゲート絶縁膜
　１５４　　半導体
　１６３、１６５　　オーミックコンタクト部材
　１７１　　データ線
　１７３　　ソース電極
　１７５　　ドレイン電極
　１８０ｐ　　第１保護膜
　１８０ｑ　　第２保護膜
　１８３　　第１コンタクトホール
　１８５　　第２コンタクトホール
　１９１　　画素電極
　１９２　　枝電極
　２００　　上部表示板
　２１０　　第２絶縁基板
　２２０　　遮光部材
　２２０Ａ　　第１遮光部材
　２２０Ｂ　　第２遮光部材
　２２０Ｃ　　第３遮光部材
　２３０　　カラーフィルタ
　２５０　　第２配向膜
　２７０　　基準電極
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